
6

文
／
吉
原 

徹 

　
撮
影
／
竹
沢
う
る
ま

長
野
県
の
西
部
に
位
置
し
、
飛ひ

騨だ

山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の
山
々

に
抱
か
れ
る
よ
う
に
広
が
る
上

高
地
。
標
高
約
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
の
大
地
に
開
け
た
こ
の
一

帯
は
、
明
治
時
代
か
ら
多
く
の

旅
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
歴
史

あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
だ
。
梓あ

ず
さ

川が
わ

の
流
れ
と
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々

が
織
り
成
す
美
景
を
望
み
、
伝

統
の
山
の
宿
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
美
食
を
楽
し
む
。
健
や
か

で
贅
沢
な
時
間
に
出
合
う
、
２

泊
３
日
の
上
高
地
の
旅
へ
。

美
味
な
る

　
　
上
高
地

右／『五千尺ホテル上高地』の
ディナーの一皿『長野県産牛フ
ィレ肉のグリエ ジュ ド ヴィアン
ドソース』。左／河童橋から望
む梓川と穂高連峰の山並み。

徳沢

明神河童橋

梓
川

大正池
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大正池近くの梓川の風景。空の青さを映し
た水面と緑の森が美しいコントラストを描く。

大正池 河童橋
約 4.0km／徒歩約 1時間 30 分

DAY.01

1 .『五千尺ホテル上高地』のメインダ
イニング『GRAND』で楽しむフルコ
ース。メニューは季節によって変わる。
この日の前菜は『ホワイトアスパラガ
ス 富山湾産ホタルイカ』。2 .『日本
海産鰆の桜蒸し 春野菜添え アンチ
ョビのクリームソース』。3 .大正池か
ら河童橋へ。コース中には木道が整
備された場所も。4 .景色のよい客室。
5 .料理長の小浜英展さん。

　
別
天
地
と
い
う
言
葉
が
、
何
度
も
頭
に

こ
だ
ま
す
る
。
標
高
約
１
５
０
０
メ
ー
ト

ル
の
上
高
地
に
は
、
夏
だ
と
い
う
の
に
涼

や
か
な
風
が
吹
い
て
い
た
。
約
１
０
０
年

前
か
ら
自
然
保
護
に
取
り
組
み
、
１
９
７

５
年
か
ら
は
マ
イ
カ
ー
規
制
も
実
施
さ
れ

て
き
た
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
は
、
手
つ
か
ず
の

自
然
が
残
さ
れ
た
〝
聖
域
〞
の
よ
う
な
場

所
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
は
外
界
と
は

異
な
る
凛
と
し
た
空
気
が
満
ち
て
い
る
。

　
旅
の
始
ま
り
は
、
さ
わ
ん
ど
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
バ
ス
で
20
分
ほ
ど
の
大
正
池

バ
ス
停
。
サ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
の
水
面
を
湛た

た

え
た
大
正
池
か
ら
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
田

代
湿
原
を
経
て
、
上
高
地
の
中
心
地
と
な

る
河か

っ
ぱ童

橋
へ
。
梓
川
沿
い
の
ト
レ
イ
ル
を

１
時
間
30
分
ほ
ど
か
け
て
進
む
と
、
水
と

緑
が
織
り
成
す
景
色
が
次
々
と
現
れ
る
。

自
然
の
な
か
を
、
た
だ
歩
く
。
そ
ん
な
シ

ン
プ
ル
な
営
み
こ
そ
が
、
上
高
地
を
旅
す

る
喜
び
な
の
だ
と
実
感
す
る
。

　
夕
刻
、
河
童
橋
の
た
も
と
に
あ
る
『
五

千
尺
ホ
テ
ル
上
高
地
』
に
到
着
す
る
。
１

９
１
８
年
に
開
業
し
た
こ
の
宿
は
、
上
高

地
を
代
表
す
る
リ
ゾ
ー
ト
の
一
つ
。
そ
の

大
き
な
魅
力
と
な
る
の
が
、
料
理
長
の
小こ

浜は
ま

英ひ
で

展の
ぶ

さ
ん
が
手
掛
け
る
『
五
千
尺
キ
ュ

イ
ジ
ー
ヌ
』
だ
。
長
野
県
産
牛
や
地
元
の

野
菜
を
中
心
に
、
国
内
外
か
ら
吟
味
し
た

素
材
を
使
う
フ
レ
ン
チ
は
、
美
し
く
創
造

的
で
、
重
層
的
な
味
わ
い
。
聞
け
ば
、
２

０
１
４
年
か
ら
料
理
長
を
務
め
る
小
浜
さ

ん
は
、
上
高
地
が
閉
鎖
さ
れ
る
冬
に
な
る

と
都
内
の
名
店
に
武
者
修
行
に
出
掛
け
、

料
理
の
腕
を
磨
き
続
け
て
い
る
と
い
う
。

「
上
高
地
は
都
会
の
喧
騒
や
雑
念
と
は
無

縁
の
場
所
な
の
で
、
料
理
に
集
中
す
る
に

は
い
い
環
境
で
す
。
そ
れ
に
ほ
ら
、
外
の

景
色
を
眺
め
な
が
ら
味
わ
う
と
、
よ
り
一

層
料
理
が
美
味
し
く
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
？
」
と
小
浜
さ
ん
は
微
笑
む
。

　
窓
の
外
を
眺
め
る
と
、
上
高
地
の
山
々

と
森
が
夕
暮
れ
時
の
青
い
光
に
包
ま
れ
て

い
た
。
美
し
い
風
景
と
料
理
を
前
に
、
幸

せ
な
た
め
息
を
つ
く
。

自
然
の
〝
聖
域
〞
を
歩
き

美
し
き
一
皿
に
出
合
う

12

345
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２
日
目
は
、
梓
川
上
流
に
位
置
す
る
徳

沢
へ
向
か
う
こ
と
に
。
上
高
地
に
は
梓
川

沿
い
に
い
く
つ
か
の
自
然
歩
道
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
平
坦
な
道
で
、
初
心
者
で
も
歩

き
や
す
い
。
た
だ
し
、
河
童
橋
か
ら
上
の

ル
ー
ト
に
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
ぬ
か
る

む
場
所
も
あ
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー

ズ
や
雨
具
の
用
意
が
必
要
に
な
る
。

　
河
童
橋
か
ら
梓
川
の
右
岸
に
延
び
る
自

然
探
勝
路
を
歩
い
て
、
明

み
ょ
う

神じ
ん

へ
。
朝
の
森

を
歩
く
１
時
間
ほ
ど
の
道
の
り
は
、
上
高

地
の
自
然
と
静
か
に
向
き
合
え
る
と
び
き

り
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
木
道
が
配
さ
れ
た

湿
原
、
穂
高
連
峰
の
山
並
み
を
仰
ぎ
見
る

原
生
林
、
朝
の
光
に
輝
く
梓
川
。
ト
レ
イ

ル
を
進
む
ほ
ど
に
、
自
然
が
描
き
出
す
色

彩
と
造
形
の
豊
か
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

　
明
神
か
ら
梓
川
左
岸
の
奥
上
高
地
自
然

探
勝
道
を
さ
ら
に
１
時
間
ほ
ど
歩
く
と
、

や
が
て
ハ
ル
ニ
レ
の
木
々
と
草
原
に
囲
ま

れ
た
徳
沢
に
辿
り
着
く
。
昼
食
に
『
氷
壁

の
宿 

徳
澤
園
』
で
『
野
沢
菜
チ
ャ
ー
ハ

ン
』
を
味
わ
う
と
、
ほ
の
か
な
酸
味
を
含

ん
だ
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
素
朴
な
旨
み
が
、
疲

れ
た
体
に
じ
ん
わ
り
と
染
み
渡
る
。

「『
自
家
製
野
沢
菜
チ
ャ
ー
ハ
ン
』
は
、

40
年
以
上
前
か
ら
愛
さ
れ
る
名
物
。
美
味

し
さ
の
秘
密
は
、
自
家
製
の
野
沢
菜
の
古

漬
で
す
」
と
は
、
五
代
目
の
上か

み

條じ
ょ
う

靖や
す

大ひ
ろ

さ

ん
。『
徳
澤
園
』
で
は
、
野
沢
菜
だ
け
で

な
く
味
噌
な
ど
も
手
作
り
す
る
。
ま
た
、

野
菜
は
松
本
市
の
島し

ま

々し
ま

地
区
に
あ
る
自
家

菜
園
で
採
れ
た
も
の
を
多
く
使
う
。

「
山
の
宿
で
す
か
ら
、
高
級
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
料
理
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
安

心
で
き
る
食
材
を
使
う
こ
と
と
、
じ
っ
く

り
手
間
を
掛
け
た
山
里
な
ら
で
は
の
料
理

を
作
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
夕
食
に
は
、
野
菜

の
煮
物
や
信
州
牛
の
ス
テ
ー
キ
、
宿
の
裏

の
川
に
泳
が
せ
た
岩
魚
の
刺
身
な
ど
が
並

ぶ
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
瑞
々
し
く
、
ほ
っ

と
す
る
よ
う
な
優
し
い
味
わ
い
だ
っ
た
。

　
登
山
者
に
と
っ
て
は
北
ア
ル
プ
ス
へ

の
〝
入
口
〞
で
あ
り
、
旅
行
者
に
と
っ

て
は
上
高
地
の
〝
最
奥
〞
で
あ
る
徳
沢
。

こ
こ
に
は
、
山
の
味
覚
で
旅
人
を
癒
や
し

続
け
る
、
と
っ
て
お
き
の
宿
が
あ
る
。

上
高
地
の
最
奥
で
楽
し
む

郷
土
の
優
し
い
味

河童橋 徳沢
約6.0km／徒歩約2時間

DAY.021 .さまざまな角度から穂高連峰を望む。
2 .『氷壁の宿 徳澤園』には、洋室や和
室、相部屋など多彩な客室が。3 .宿に
併設の『みちくさ食堂』で11～ 13時
限定で供される『自家製野沢菜チャー
ハン』950円。4 .山の幸が並ぶ夕食。

1885年に『上高地牧場』
として創業し、その後に
山の宿となった『氷壁の
宿 徳澤園』。目の前には
美しい草原が広がる。

1

234
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宣
教
師
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
、

１
８
９
６
年
に
著
し
た
『
日
本
ア
ル
プ
ス 

登
山
と
探
検
』
で
、
上
高
地
や
穂
高
連
峰

を
称
賛
。
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ

れ
ま
で
猟
師
な
ど
の
山
の
民
の
生
活
の
場

で
あ
り
、
信
仰
の
地
で
あ
っ
た
上
高
地
が
、

登
山
基
地
や
山
岳
景
勝
地
と
し
て
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

『
嘉
門
次
小
屋
』
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
山

の
案
内
人
を
務
め
た
猟
師
・
上
條
嘉
門
次

が
１
８
８
０
年
に
開
い
た
山
小
屋
。
明
神

池
の
畔ほ

と
り

に
立
つ
小
さ
な
小
屋
に
は
、
今
も

当
時
の
面
影
を
残
す
囲い

炉ろ

裏り

が
あ
り
、
ナ

ラ
の
薪
で
焼
か
れ
た
岩
魚
の
塩
焼
き
が
供

さ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
こ
の
地
で
愛
さ

れ
て
き
た
山
の
幸
を
、
ど
う
し
て
も
味
わ

　
や
や
小
ぶ
り
な
岩
魚
を
竹
串
に
刺
し
、

た
っ
ぷ
り
塩
を
振
っ
て
か
ら
40
分
ほ
ど
か

け
て
じ
っ
く
り
囲
炉
裏
で
焼
く
こ
と
で
、

骨
ま
で
軟
ら
か
く
仕
上
が
る
と
い
う
『
岩

魚
の
塩
焼
き
』。
ひ
と
口
味
わ
え
ば
、
岩

魚
の
爽
や
か
な
香
気
が
口
中
に
ふ
わ
り
。

旨
み
の
詰
ま
っ
た
頭
か
ら
、
パ
リ
パ
リ
と

香
ば
し
い
尻
尾
の
先
ま
で
、
食
感
や
風
味

が
繊
細
に
変
化
し
て
い
く
。
囲
炉
裏
端
に

座
り
、
森
を
眺
め
な
が
ら
岩
魚
を
味
わ
っ

て
い
る
と
、
嘉
門
次
の
時
代
か
ら
変
わ
ら

ず
に
営
ま
れ
る
山
の
暮
ら
し
に
触
れ
ら
れ

た
気
が
し
て
、
な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
る
。

っ
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。

「
嘉
門
次
の
時
代
に
は
、
近
く
の
川
で
釣

っ
た
魚
を
塩
焼
き
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

40
年
ほ
ど
前
か
ら
上
高
地
で
は
岩
魚
が
禁

漁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

の

麓
に
あ
る
養
魚
場
か
ら
岩
魚
を
持
っ
て
き

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
小
屋
の
前
の
小

川
で
数
日
泳
が
せ
る
と
、
身
が
ぎ
ゅ
っ
と

し
ま
っ
た
い
い
味
に
な
り
ま
す
。『
こ
の

岩
魚
を
食
べ
た
く
て
、
上
高
地
に
来
た
ん

だ
よ
』
と
年
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
る
常
連
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

よ
」
と
は
、
女
将
の
上
條
久
枝
さ
ん
。

　
翌
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
、
穂
高
連
峰
の

峰
々
が
朝
の
光
を
受
け
て
輝
い
て
い
た
。

『
徳
澤
園
』
の
前
の
草
原
で
、
す
う
っ
と

深
呼
吸
を
す
る
と
、
上
高
地
の
自
然
の
リ

ズ
ム
に
身
体
が
馴
染
ん
で
き
た
よ
う
な
気

が
し
て
、
思
わ
ず
頬
が
緩
む
。

　
こ
の
日
は
、
徳
沢
か
ら
奥
上
高
地
自
然

探
勝
道
を
明
神
へ
と
戻
っ
て
、
上
高
地
の

歴
史
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
『
嘉か

門も
ん

次じ

小

屋
』
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

　
上
高
地
の
名
が
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
の
こ
と
。〝
日

本
近
代
登
山
の
父
〞
と
称
さ
れ
る
英
国
人

歩
い
た
人
だ
け
が
味
わ
え
る

伝
統
の
岩
魚
の
塩
焼
き

徳沢 明神
約 3.0km／徒歩約 1時間

DAY.03

さらさらと響く水の音も心地いい。

北アルプスの槍ヶ岳に源
を発する梓川には、驚く
ほど澄んだ水が流れる。

『岩魚の塩焼き』は1匹
1 ,100円。頭から尻尾ま
で丸ごと食べられる。

1 .木々に囲まれた『嘉門次小屋』。囲炉裏の間は国の有形文化
財にも登録される。2 .囲炉裏で岩魚を焼く木村辰則さん。この道、
14年のベテランだ。3 .『岩魚の骨酒』2合2 ,000円も小屋の名物。

1
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『
嘉
門
次
小
屋
』
の
隣
に
あ
る
明
神
池
を

散
策
し
て
い
る
と
、
太
陽
が
西
の
空
に
傾

き
始
め
て
い
た
。
明
神
を
出
発
し
、
自
然

探
勝
路
を
河
童
橋
に
向
け
て
進
ん
で
ゆ
く

と
、
や
わ
ら
か
な
光
に
包
ま
れ
た
山
と
森

が
、
息
を
呑
む
よ
う
な
風
景
を
描
き
出
し

て
い
た
。
周
囲
に
人
の
気
配
は
な
く
、
ハ

ル
ニ
レ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
森
に
鳥
の
さ
え
ず

り
だ
け
が
響
く
。
刻
一
刻
と
変
化
す
る
上

高
地
の
自
然
は
、
ど
こ
ま
で
も
美
し
く
、

決
し
て
見
飽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
明
神
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
河
童
橋
に
到

着
。
旅
の
締
め
く
く
り
に
、
創
業
１
９
２

７
年
の
『
上
高
地
ホ
テ
ル
白
樺
荘
』
の
カ

フ
ェ
『
ラ
・
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ 

テ
ラ
ス
』
で
、

『
名
物
ジ
ャ
ン
ボ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
』
を
注

文
。
目
の
前
に
広
が
る
穂
高
連
峰
の
山
並

み
と
濃
厚
な
ス
イ
ー
ツ
の
味
を
楽
し
み
な

が
ら
、
上
高
地
を
歩
い
て
旅
し
た
３
日
間

の
こ
と
を
思
う
。

　
自
然
の
〝
聖
域
〞
と
し
て
守
ら
れ
て
き

た
上
高
地
に
は
、
美
し
い
風
景
が
あ
り
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☎0263-95-2111
松本市安曇上高地
1泊2食付き28,050円〜（1室2名利用時の1名料金、サ込）
スイーツカフェ＆バー LOUNGE9:00 〜 16:00（L.O.）
※フードメニューは11:00 〜 13:00。
開山期間中無休
gosenjaku.co. jp

五千尺ホテル上高地
ごせんじゃくホテルかみこうち

☎0263-95-2039
松本市安曇上高地
6:00 〜 15:00
開山期間中無休
m-kamikouchi . jp/shokudo

上高地食堂
かみこうちしょくどう

☎0263-95-2131
松本市安曇上高地
ラ・ベルフォーレ テラス9:30 〜 15:00

（ランチタイム11:00 〜 14:00）
4月下旬〜 11月15日は無休
shirakabaso.com

上高地ホテル白樺荘
かみこうちホテルしらかばそう

☎0263-95-2418
松本市安曇上高地
食堂8:30 〜 15:30
4月27日〜 11月15日は無休
kamonjigoya.wordpress.com

嘉門次小屋
かもんじごや

☎0263-95-2508
松本市安曇上高地
和室個室1泊2食付き18,800円など

（1室2名利用時の1名料金、サ込）
みちくさ食堂7:00 〜 16:30 ※フードメニューは〜 14:00。
4月27日〜 11月3日は無休
tokusawaen.com

氷壁の宿 徳澤園
ひょうへきのやど とくさわえん

上高地へのアクセス

■電車／ JR 新宿駅よりJR 松本駅へ、中央線特急あずさで約2時間
40分。松本バスターミナルより上高地バスターミナルへ、路線バスで
約1時間30分。
■バス／新宿高速バスターミナルより上高地バスターミナルへ、さわや
か信州号で約4時間50分。
■車／中央道八王子 IC より長野道松本 IC へ、約2時間10分。長
野道松本 IC よりさわんどバスターミナルへ、約1時間10分。さわんど
バスターミナルより上高地バスターミナルへ、約30分。

※上高地の開山期間は毎年4月17日〜 11月15日。上高地では年間を
通してマイカー規制を行っているため、車でアクセスする際は沢渡（さわ
んど）駐車場に駐車し、シャトルバスまたはタクシーを利用。

※記事内でご紹介している施設や店舗の営業日及び時間が変更になっている場合があります。最新の状況は、各施設・店舗の WEBサイトなどでご確認をお願いいたします。

明神 河童橋
約 3.0km／徒歩約 1時間

DAY.03

嘉門次小屋

河童橋

上高地
バスターミナル

田代橋

田代池

大正池大正池

明神

明神池 梓川 徳沢

氷壁の宿 徳澤園

五千尺ホテル上高地

上高地ホテル白樺荘

上高地食堂

低山帯と亜高山帯の境界に位置し、湿原も分布しているため、変化に富んだ植生を楽しめることも上高地の大きな魅力だ。

1 .『上高地ホテル白樺荘』のカフェ。2 .『名物ジャンボ・モンブラン』1 ,850円。3 .『上高地食堂』の『河童焼』200円～も人気だ。

右／新緑の5～ 6月、花々が咲く7～ 8月、紅葉の10月など、季節ごとの景観を楽しめる。左／幅広い年代が楽しめる歩きやすいトレイルが続く。
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『五千尺ホテル上高地』の『タルタルディップ2種セット』を15名様にプレゼントします。詳しくは P54をご覧ください。


